










A Study of Women’s Dress I 























































写真1 スキタイ人の男女 （B. C 4世紀）
写真2 菩薩をかこむ供養者（ B. C 2世紀頃）
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( Sar亙wil）， ペ ル シャ語で シャル ワール




























































































































うサイクリ ング用の帽子をかぶり余裕のあるズボン，それはニッカ ・ー ボッカーズ（ゆったり
した膝下丈で裾を絞ったズボン）を着用している（写真19）。
ニッカー ・ボッカーズの原型はブル マー一夫人が反クリノ リン服として創案した改良服に由
115 
写真17 水着の広告 (1880年代） 写真18 19世紀初めの水着
来している。写真20も自転車小屋での様子であるが，これらからもサイクリング・ウェアーの
統一制が見られる。









































れがリゾー卜・ ウェアーやアフタヌーン ・ドレス，イ フ、ニング・ドレス用として広範囲に見ら
れ，パンツ ・ルックが定着してきたために，さまざまなスタイルが現われて，スポーツ着とし
17 












































写真26 パンツ裾部分 写真27 袖口部分
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